




42 日経研月報 2010.2

「Tri-Wall」の商標権を保有する世界のTri-Wall グループ

くれたこと（人の確保）、年来の競合会社であった

山田ダンボールが OEM で当社の製品を供給するこ

とを約してくれたこと（物の確保）、資金は３ヶ月

半程で30億円程の金が集まり（金の確保）、世界の

TW グループ社はあらゆる情報を提供してくれて

（情報の確保）、必要な４条件は揃った訳です。この

４つの要素で、一番のテストは、果して、私に対し

て “ 本当に資金を提供してくれるのかどうかでし

た。合弁会社の時は、大会社を背景にした“自分”

であって、今そうした大きな背景の無い、ある意味

でいう“裸”の（担保も無い）自分に膨大な資金を

本当に出すものなのかが大きな悩みでした。しかし

ながら、私という個人と TW 事業を最後まで信じ

て、30億円近くもの投資をしてくれたことに、経営

者冥利を強く感じました。

　条件が充分整った段階で、市場を眺めた時、日本

国内では別れた本州製紙と競合をせざるを得ない状

況にあって、別れた途端に20％の値下げ攻勢で打っ

て出て来きました。このような値下げによる消耗戦

に入っても勝ち目は無いであろうし、将来苦戦を強

いられてもかなわないので、日本の外で戦うのが最

も効率が良いで在ろうと考え、資金・時間・エネル

ギーを日本外の市場に振り向ける戦略を立てまし

た。折しも、中国の開放政策が進み始め、1997年の

香港返還に続きマカオ返還等も進み、2000年代に入

ると外国資本の誘致が積極的に進み、2002年には全

人代で中国の国営会社（経営不振に陥っている）を

外資に売却して行く方針が打ち出されました。機を

得たように、その年の暮に当社は江蘇省の常州市に

ある中国の国営会社（段ボール製造会社）を買う第

一号となりました。現在、この会社は当社の基幹工

場としての役目を果たし、大いなる利益をもたらし

ています。2006年には第２の三層の貼合工場をグ

リーンフィールドで立ち上げ、初年度から利益を産

み出しはじめました。また、2008年10月には、

JASDAQ より上場承認を受けましたが、折からの

リーマン・ショックによる金融危機により、上場承

認を取り下げる決断を下しました。

　今年度は、三層の段ボール貼合工場を２～３ヶ所

（タイ、中国西部地区、インド）設置する計画で、

タ イ で は 既 に 建 設 を 始 め て お り ま す。 ま た、

Fabricator（小ロット多品種を製函、一箱からでも
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寄 稿

供給、即納し、必要に応じて梱包も行い、周辺の

サービスや包装設計などを行う）網の拡充として、

現在中国にある30数ヶ所を毎年７ヶ所新規増設し、

将来的には中国に100ヶ所の Fabricator 網を有する

構想を描いています。東南アジアには既に10数ヶ所

あり、有機的に動くシステムになっております。イ

ンドでの事業展開が本格化した際には、インドでも

中国と似たような Fabricator 網の展開が可能と考

えています。この Fabricator 網は、TW の他のグ

ル ー プ 社 と 有 機 的 に 連 携 し て、International 

Follow Up をしたり、顧客を Global 的に囲い込む、

Global Reach の役目も果たしております。

Only One を目指して：

　新生 TW 社が掲げている Only One という“こ

だわり＝理念”は一言で言えば、「なくてはならな

い」存在であるか否かと云う事に尽きます。全てに

於いて、なくてはならないモノなのかどうかを常に

問い続け究明して行くことがサステイナビリテイ

（sustainability）に繋がり、会社が生成発展して行

く事になると信じております。必要で無いモノは歴

史上常に淘汰され続けたことはダーウィンの進化論

「適者生存説」が示す所でもあります。我が社の

“モノ”（人から、サービス、製品、システム、考え

方、行動、等に至る）全てが、かくのごとく在らん

と考えて、これを戦略上の中心に据えて当社グルー

プの事業テリトリーであるアジア地域で the best 

of the best を目指しています。つまり、当社グルー

プは、重量物分野に於けるアジア地域のマーケット

リーダーであり、Tri-Wall というベストのブランド

を所有する企業であり、アジア地域に於ける良き企

業市民であり、尊敬されうる有徳企業としての社会

貢献も行っている企業です。私たち TW では、日

本外の国で従業員を指導するのに、「“TW のやり

方”はこうだから……」は OK でも、「“日本のやり

方”はこうだから、このようにやれ」等とは決して

言わさせない。仮に、“日本”の国の優位性があっ

たにせよ、“日本はこうだから……”とは決して言

うべき事ではないとの方針を明確にしております。

なぜならば、会社と日本は同一ではないからです。

当社の取締役には、東南アジアの責任者のタイ人、

中国の責任者の中国人、女性が２名、監査役にも女

性が１名、配されています。又、各国の最高責任者

の多くは現地人でもあります。現在、49社あります

が、日本人が責任者で居るのは、日本を除いて３社

だけです。

中長期計画：

　過去36年間の TW 事業を振り返ってみると、そ

の間Ｍ＆Ａ、TOB、部門売却、MBO などを経験

し、日欧米の各会社のマネジメントに多く接する機

会がありました。その中で、最も役に立ったのが中

長期計画の策定であったかと思います。TBG 時代

に教え込まれた中長期計画を立てる際に考えなけれ

ばならない要点数か所が非常に役に立ちましたの

で、当社が現在描いている中長期計画を以下に示し

ます。

⑴　Where are we?

 　……2007, 2008, 2009年の実績

⑵　Where do we want to go?

 　……中期300億円・長期500億円の目標

⑶　How can we get there?

 　……IPO 又は新株主の理解

⑷　What do we need to get there?

 　……資金と人材

⑸　Why do we want to go there?

 　……更なる発展の為

⑹　When can we get there?

 　……2012年から2014年迄
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⑺　How does it look like when we get there?

	 　……表を参照

⑻　What do we do when we get there?

	 　……社会貢献活動と新分野・新地域の開拓

　こうした事を前提に、今現在出来ている中長期計

画は下図の通りです。

結　び：

　今世紀の初めから、Global 経済・文化の大きな

担い手として BRICs 各国が台頭して来ました。そ

の中の２市場（中国とインド）を当社が TW のテ

リトリーとして持っていることは、更なる飛躍的発

展を秘めている事であり、この分野に於ける投資を

果敢に推し進めて行くことを決めております。

　投資の中で何よりも人的資源と開発が最も重要な

ので、昨年より上海に研修所を設立しました。ここ

で、あらゆる分野（マネジメントから末端職域に至

る処までを含む）の社員の研修をし、且つ重量物を

含むパッケージングテスト（最新鋭の包装試験設備

は導入済み）も行いながらパッケージングの開発・

研究を推し進めていくつもりです。この研修所は将

来のすばらしい人材と新しい製品を産みだし、TW

の更なる発展に大いに寄与する事と信じています。

Management Plan Vision Toward FY2014

中国研修・試験開発センター稼働

タイ貼合工場建設

中国新JV１設立（TW Business Model)

POP New Business スタート

2010
2012

2014 

中国FABネットワーク（７社設立/年）

中国新JV２設立（TW Business Model)

成長基盤構築

飛躍・拡大

アジアマーケットリーダー

売上 121億円
営業利益 7.7億円
EBITDA 11.9億円

売上 170億円
営業利益 16億円
EBITDA 21.1億円

売上 300億円
営業利益 30億円
EBITDA 35億円

最終目標
グループ売上

500億円

営業利益
50億円

(利益率10％)

インドFAB段階的買収

20082007
売上 116億円
営業利益 6.8億円
EBITDA 10.2億円

117億円
4.8億円
8.2億円

不屈の危機対応
・新産業早期取り込み
・持株会社へ移行
・経営合理化
・中国中間持株会社設置
・タイ貼合工場建設開始
・中国研修試験センター開設

89億円
3.9億円
7.3億円

2009


